
 
 

人権保育専門講座４では、「造形活動を通して自尊感情を高める」

をテーマに、 畿央大学教育学部現代教育学科准教授の永渕 泰一郎

さんからご講演いただきました。鈴鹿・尾鷲・名張の 3 会場で開催

し、７６名の方にご参加いただきました。永渕さんからは、子ども

の表現を引き出す保育のあり方について、絵画などの造形活動にま

つわる具体例をもとにお話しいただき、保育者の姿勢をふり返る機

会となりました。 

 

１．保育のなかの表現って何だろう？ 

 まず、「保育のなかの表現」について考えてみたいと思います。「保育のなかの表現にはど

んなものがありますか？」と保育士さんに聞くと、「リトミック(*1)」「劇遊び」「絵を描くこ

と」「歌うこと」「作ること」「楽器を鳴らすこと」「砂場での活動」「身体表現」など、様々

な活動が出されます。当然、これらの活動も「表現」です。しかし、同じことを学生に質問

すると、もっとフレッシュな感覚で答えが返ってきます。例えば、「笑うこと」「泣くこと」

がそうです。私たちは、「表現」と聞くと、ついつい活動をイメージしがちです。しかし、

子どもたちは「その場にいること」で、すでに「表現」をしているのです。また、「黙って

いること」「聞いていること」も「表現」です。子どもたちが「黙っている」姿を見て、「◯◯

ちゃんは何もしていない」ととらえるのではなく、「◯◯ちゃんは自分と向き合っている」

ととらえることで、子どもへの見方は大きく異なってきます。 
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 子どもたちの表情や態度、子どもたち自身が考える遊び方なども「表現」ととらえると、

様々な子どもたちの姿がみえてきます。存在そのものを愛おしくみていくことで、すべてが

人権保育につながっていくのです。 

(*1)リトミック：リズムに基礎をおく教育法の一つ。体の動きを音楽に結びつけてリズム                 

感覚を育てるもの。 

 

 

２．子どもの表現を引き出す保育者の役割 

 子どもの表現の世界はおとなの感覚とは違います。そのため、まず私たちは子どもの世界

を知り、子どもから学ぶ姿勢を大切にしなければいけません。子どもと世界観を共有させて

もらえるのは、とても幸せなことですね。おとなの感覚ではガラクタだと感じるものでも、

子どもにとっては宝物ということがあります。子どもの絵やつくったもののなかには子ども

たちの「心」（内面性）がたくさん表現されているととらえ、一人ひとりの子どもの思いを

大切にしていく必要があります。 

 では、幼児の世界に共感しながら成長や発達にあわ

せて、一人ひとりの子どもの思いを大切にするとは、

どのような保育を言うのでしょう。 

ここに子どもが描いた一枚の絵があります。この絵

を見て、どんな子どもがこの絵を描いたのかを想像し

てください。この絵はデンマークのある子どもが描い

たもので、国際的なコンクールで入賞した作品です。

赤一色で描かれている人物の絵です。私は、とある研

修会でこの絵を受講者にみせました。そして「男の子

が描いたか？女の子が描いたか？」と尋ねてみたのですが、女の子と答える人が多くいまし

た。理由を聞いてみると、「赤い絵の具を使っているから」ということでした。また、「何歳

の子が描いたか？」と尋ねてみると、４歳ぐらい、という回答に集中しました。聞いてみる

と、「人物の目がグリグリとして目玉がないから」「手がおなか付近から出ているから」とい

う理由でした。私が「この絵は実は国際コンクールの入賞作品で、絵を描いた子は８歳の男

の子なんですよ」と言うと驚く人が多かったですね。そのデンマークの子どもの作品は、赤

一色で描いているのにもかかわらず、見事なグラデーションで色を塗り分けています。色味

を意識して自分で調整できる年齢であることがわかります。子どもは、髪は何色、肌は何色

…といった決めつけにとらわれない自由な発想で表現をしているのです。 

「おとなは子どもに『カタチ』を求めすぎているなあ」と私は感じています。子どもの「表

現」の可能性を押しつぶして、おとなの決めつけによって「カタチ」づくられた作品を描か

せているようにみえます。そんなことをしていたら、子どもは「自分の絵」を失います。ま

た、「カタチ」に縛られて、完璧な人のフォルム(*2)を子どもたちに押しつけていくことは、

 



子どもたちに「人の姿はこうでなければならない」と刷りこむことになります。これでは、

人権を大切にする保育とは言えないですよね。 

(*2)フォルム(forme <フランス語>)：形、形式、形態。 

 

 

３．子どもの絵をみることから、自分たちの保育を問い直してみましょう 

 自分たちの保育をふり返ってみましょう。子どもに「カタチ」を求めすぎていないでしょ

うか。また、子どもが絵を描くと、その絵について説明させようとしていないでしょうか。

子どもにテーマを与えておきながら、「何描いたん？」と聞くことは、子どもに「先生は私

が描いた絵が何なのかわからへんのや」と感じさせ、自尊感情を傷つけることにつながりま

す。自尊感情を傷つけるようなことを子どもに聞き続けると、子どもは自分がしゃべりたい

ことではなく、保育者のしゃべってほしいことを読みとってしゃべろうとします。逆に、聞

くことをやめると、自分から話してくる子とそうでない子のちがいがみえてきます。話して

くる子は保育者との信頼関係ができている子、話してこない子は、まだ信頼関係ができてい

ない子です。むやみに「聞くこと」よりも、子どもとの信頼関係を築くことが大切です。 

子どもが描いた絵の色を見て、心理が気になるのもおとなの悪い癖です。たとえば、黒一

色で塗ってきた子のことを心配しがちですよね。でも、子どもは他の色に移り気することな

く、一心不乱に塗っているだけかもしれません。試しに箱の中のクレパスの順番を変えてみ

ましょう。そうすると、今度は箱の右端にある赤のクレパスだけを使うなどということもあ

ります。色の心理テストを簡単に子どもに当てはめてしまうのではなく、勢いよく描いたこ

とを認めてあげることが大事だと思います。色を変えて塗る子がいたら、その子は今、色に

興味があるのだととらえればいいんです。 

それから、子どもが描いた絵に空白があると、「ここ塗ってないよ」と言って埋めさせよ

うとしがちですが、実は日本文化である屏風には、想像を広げさせるために空白の部分がた

くさんあります。ですが、おとなは西洋文化の特徴である「空白

を埋める」という教育を受けてきているので、「空白を埋めるこ

と」を子どもたちにも押しつけてしまいます。すると、子どもた

ちは空白部分に丸をたくさん描いたり、ハートを描いたりしはじ

めます。これは、空白を埋めさせる指導をしてきた保育者に対し

て、「先生ほめて」「先生認めてくれる？」という子どもたちから

のサインなのです。子どもの発するサインとしては、とても悲し

いものと言えますね。 

大切なことは、子どもの描いた絵をみて「うまく描けていない」ととらえるのではなく、

１年前と比較して発達していることを冷静に認めること、発達の連続性をきちんととらえて

子どもに無理に描かせないことだと思います。 

 

 



４．子どもがそのままの表現を出せるようになるためには？ 

子どもがそのままの表現（表出）を出せるようになることは、とても重要なことです。そ

のために、「絵の具コーナー」など、子どもが描きたいときに描ける環境を整えることが大

切です。描く子もいれば、描かない子もいる、これが自然な状態です。 

また、子どもが「安定」していないと表現できません。たとえば、３歳で入園してきたば

かりの子に「鯉のぼりをつくりましょう」と言っても、まだ園生活に慣れず安定していない

子が表現できるはずがありません。入園したばかりの時期は、行事より子どもの安定を優先

させるべきです。でも、５歳児だと意味が変わります。５歳児は一番年上で、「何でもやっ

てやる」という意気込みをもっている場合も多く、発達の面でみても鯉のぼりをつくる意味

があります。このように、子どもがそのままの表現が出せるようになるためには、「安定」

が大きなキーワードになってきます。 

保育者との信頼関係も重要です。保育者は子どもたちと遊んだつもりでも、「今日、先生

と遊んだ人？」と子どもに聞いてみると、「遊んでもらってない」と答えることがあります。

そういう言葉から、実は先生と“個人的に”遊びたいと思っている子がたくさんいることに

気がつきます。一斉保育がまちがっているというのではありません。ただし、子どもたちの

感じ方は、一人ひとりちがうということを忘れないようにする必要があります。子どもたち

は、一緒に遊ぶことで心を見せてくれるようになります。そして、信頼関係が生まれてくる

と、子どもは絵で表現してくれるようになります。 

保育者の受け入れ方も重要です。子どもに質問するのではなく、子どもから表現を引き出

すような言葉がけをしましょう。絵を描かせるのは、自尊感情を育てるためでもあることを

忘れてはいけません。 

 

５．子どもを信じること ～子どもは何でも自分で考えられる～ 

 イタリアのレッジョエミリアにある保育の事例です。これは、１９８０年頃に出た写真で

す。生後１０カ月の子が、本を読みながら先生とコミュニケーションをとっています。この

子は、本に載っていた時計の写真を指さしながら先生の方を見ています。この写真を見た世

界中の人は、「生後１０カ月の子が、本を読んでいる！」と驚きました。一体、先生はどの

ようにして 10 カ月の子に本を読ませたのでしょう？この先生は、本に載っている時計の写

真を見ながら、「それが好きなの？」「先生は、こっちが好きよ」と語りかけました。そして、

自分のつけていた腕時計を子どもに触れさせ、本物の時計の音を聞かせてあげたんです。こ

の子は、本物の時計の音を聞きながら考えました。そして、本の時計も音が鳴っているので

はないかと仮説を立て、本に耳をあててみました。きっと、「こっちもコチコチ？」と頭の

なかで考えていたにちがいありません。子どもは、「もしかしたら・・・」と想像をめぐら

せたことを実際にやってみようとします。子どもは、仮説をたててそれを実証しながら、い

ろいろなことを感じ、考えているのです。子どもに自分で考えさせることで、子どもの可能

性は広がっていくのです。 



 

６．概念について 

～概念に縛られないために～ 

 おとなの決めつけについて、もう少し考えてみましょう。「リンゴの絵を描いてみましょ

う」と言われたら、みなさんどんなリンゴを描きますか？ 「自由に描いて」といくら言っ

ても、なぜかおとなが描くリンゴの絵というのは、どこか似通ってしまうんですよね。リン

ゴの形とか、光沢とか、葉っぱを付けてしまうところまで、不思議と似るのです。「魚を描

いてみましょう」「家を描いてみましょう」と言われても、同じように、似通ったものにな

ってきます。つまり、知らず知らずのうちに、発想が形式化しているのです。これが「概念」

です。この概念を知らず知らずのうちに子どもに押しつ

けてしまっていないか、ふり返ってみる必要があります。

まず、その概念が自分のなかにあることを自覚すること

がスタートです。自分たちが凝り固まってしまっている

ことに気づかなければ、子どもに押しつけてしまってい

ることに気づくことができないからです。そして、例に挙

げたリンゴの絵のように、自分のなかに染みついている

「概念」を知っておくことで、子どもに押しつけてはいけ

ないことが見えてくると思います。 

 

 「リンゴの絵を描きましょう」と投げかけたときに、大きな紙一面を黄色で塗りつぶした

子どもの事例を紹介します。この子は、「ぼく赤いやや、黄色がいい」と言って、鼻歌を歌

いながら、とても楽しそうに黄色で紙一面を３回塗りました。塗り終わってから、「ぼくは

赤いリンゴ嫌いやねん。でも、ママはむいてくれんねん。ママがむいてくれた黄色いリンゴ

は好き」とニコニコして言いました。描いていたときのこの子の気もちを想像してみてくだ

さい。「ママ、いつもありがとう。ママ大好き、ママ大好き・・・」と心のなかで考えてい

たにちがいありません。もし、保育者が「今日はリンゴだから赤」と言って、黄色で塗るこ

とを否定してしまっていたら、この子の「ママ大好き」という気もちは表出してこなかった

でしょう。こんな大切な瞬間に保育士さんたちは日々向き合っているのです。私たちが本当

の子どもをわかっていれば、子どもを信じて待つことができます。逆に、子どもをわかって

いなければ、子どもの大事な表現をつぶしてしまうことになることを忘れてはいけません。 

～概念くずし～ 

 子どもは、家庭のなかでおとなの「概念」に影響を受けて育っています。そこで、保育を

通じて、家庭でつくられた子どもの概念をくずす環境や仕かけをつくっていくことが大切に

なります。昔は家庭の役割だった「しつけ」が、今は保育のなかでも求められるようになっ

てきました。そのため、子どもの心を解きほぐす場であった保育のなかで、子どもの心を束

縛するような「概念」の押しつけが起きてしまっています。今一度、子どもの心を解きほぐ

 



し、心を開かせる保育をすすめていく必要があります。そのためには、保育者も子どもとと

もに学び、自分のもつ「概念」に気づき柔軟に変化していかないといけません。子どもとと

もに学ぶためには、保育者と子どもには「ずれ」が起こりやすいことを自覚しておくことが

重要です。 

 

 ある保育所の１歳児の事例を紹介します。この子は、

保育所で絵を描いてくれない子でした。私が視察に行

って様子を見ていると、クラスで桜の花を描くことに

なりました。しかし、前もって先生が桜の花の形を切っ

てあったのです。先生は「この上に絵を描きます。何を

描いてもいいですよ」と言うのですが、形を先生が規定

している時点で、子どもを信用していないですよね。思

うところはいろいろありましたが、とりあえずその子

と二人きりでかかわることにしました。どうしようか

と悩みましたが、その子は、車が大好きだったので、「車は好き？」「うん」といった会話を

しました。その後、「ぶーぶーあげるね。」と言ってクレヨンを渡してみると、その子は「え

っ、これぶーぶーなの？」と言って、大喜びしたんです。しばらくすると、その子は桜の花

としてあてがわれた紙に絵を描きました。しかも、１歳とは思えない描きぶりで、能力の高

さを感じました。その後もどんどん描いていき、最後は紙を車に見立てて遊んでいました。

結局、この日だけで７枚の絵を描くことができました。そもそも、周りの子どもたちを見て

みると、先生の描いてほしいように桜の絵を描いているのは、ほんの一部の子どもたちだけ

でした。このことから、この活動の目標設定が、「できる子」を基準に考えられていたこと

がわかります。一つひとつの活動は、その活動を苦手としている子に視点を当てて設定し、

その子を中心に周りを見ていくことが大切です。子どもが描けないのは子どもが悪いのでは

ありません。保育者が、子どもが自ら育とうとする力を信用し、意識を変えていくことが重

要なのです。 

 

《子どもが表現できるために確認しておきたいこと》 

自発的に体験したことの積み重ねによって、子どもたちは自分らしさを形成し、自尊感情

を高めていきます。そのために、おとなの価値観を子どもに教えるのではなく、遊びのなか

で子どもが自ら育とうとする力を信じ、子どもが自然発生的に表現活動を行うことができる

ような保育にしたいものです。具体的なポイントを数点あげてみたいと思います。 
 

◆様々な色や形との、その瞬間の出会いから 

見本を見せてしまうと、子どもは先生が大好きだから真似をします。そして、その見本が

概念として刷りこまれてしまいます。見本をみせるよりも、子どもたち一人ひとりが様々な

色や形と出会った瞬間の自然な表現を大切にしましょう。  

 



◆他者に向けた「思い」、自分と向き合う「思い」 

技法は子どもの発想をくすぐるものとしてとらえ、技能を育てていきましょう。また、絵

は子どもの何を育てているのかを問い直してみましょう。園・所で相談してみるのも良いか

もしれません。それだけで、研修になると思います。 

 

◆造形活動をとおして子どもの自尊感情を育てる留意点 

おとなの価値を子どもに教えるといった観点で造形活動をすすめるのではなく、子どもが

自然発生的に表現活動を行うことができる環境をつくりましょう。子どもたちが、遊びのな

かで自らの造形活動を広げていけるように、子どもが自ら育とうとする力を信じましょう。 

 

◆指導の効果を焦らない 

どうやって絵を描かせるか？どうすればみんながつくれるか？といった方法だけを追う

のではなく、目の前の子どもの実態を見つめながら、柔軟な思考で子どもにかかわりましょ

う。子どもの発見や気づきを保育の中心に据えることで、子どもたちが、自ら工夫し考え出

したものが形や跡になります。そのために、自由で個別な活動を保育のなかで意図的に行え

るように、子どもたちが自由に選択して遊ぶことができるような環境づくりが必要です。 

選択できず縛られるだけだと、子どもたちは指示を待つようになります。それが保育を通じ

てやりたいことではないはずです。  

 

◆子どもの生活から絵へ 

子どもによって、描きたいテーマが異なるのは当たり前です。「みんなで同じ絵を描く」

をめざすのではありません。「共通なのはテーマではなく画材」と考えるとよいでしょう。

テーマを決めて描かせるのではなく、子どもと話し合いながら描きたいことを子どもが決め

ていくことが大切です。子どもたちは、テーマというより、心に残った「トピックス」を絵

に表すものです。 

 

◆子どもの内面に耳を傾けるということ 

表現活動は、子どもの内面の表出です。そのため、保育者は子どもから学ぶつもりで接す

るようなことが大切です。保育者は「子どもたちをどう見ているか」と常に自分自身をみつ

め、変えていくことが要求されています。子どもの心に、そして自分自身に耳を傾け続ける

ことが、人権保育の要と言えます。  

 

◆10 カ月の子どもの映像を見て、小さいからまだ分からないではなく、小さい頃からこそ、

色々な可能性を秘めているとあらためて思いました。おとなの価値観で決めてしまわず、

自由な発想を引き出すことが大切だと分かりました。 

 
 



 

◆子どもの見方（子どもの本来の姿）について考え直すことができました。子どもの日々の

表現から、子どもの姿をとらえ、一人ひとりと向き合うことが大切だと感じました。子ど

もの些細なサインに気づけるような保育者になりたいと思います。また、保育者の価値観

を押し付けてしまわないように心がけていきたいです。そして、子どもの可能性が広がる

保育をよく考えていきたいと思います。 

 

◆保育のなかで、自分の受けもつクラスの子どもたちの描画表現の苦手さ、自己表現の苦手

さがずっと気になっていたところに、今回の講座の案内を受けました。沈黙しがちな子に

言葉で出すことを求めていた自分がいましたが、“自分と向き合っている”という捉え方

は、自分のものにしたいなと思いました。 

 

◆私たち教師は子どもをすでに型のある概念にはめようとしてしまっていたのだと思いま

した。子どもを信じて発想力を受け入れていくべきだと思いました。 

 

◆絵から読み取る内面（黄色のりんごの話）から、もっと子どもの内面に寄り添う保育をし

ていかなければいけないと思いました。一人ひとりが自信をもてる居場所も大切ですね。 

 

◆造形、表現という切り口で保育を考える研修は珍しいと思い参加しました。固定概念で凝

り固まっている頭に、非常に良い刺激を受けました。この学びを実践に活かしたいと思い

ます。 

 

◆絵画制作で悩むことが多かったのですが、子どものありのままを受けとめることの大切さ

を改めて感じました。たくさん、実際の作品が見られて楽しかったです。一人ひとり感性

はちがうなと思いました。 

 

◆自分の保育や子どもへのかかわり方をふり返りながら、お話を聞かせていただきました。

こんなに造形活動が自尊感情の育成につなげられるものだとびっくりです。大変興味深く、

心があったかくなりました。明日から子どもたちへのかかわり方が変わる予感がします。 

 

◆子どもの絵画活動に対して目からウロコでした。自分の概念を押しつけていたので

は・・・？と。以前、保育士のピアノの絵を虹色で描いた子がいて、隣の子が「ピアノは

黒線」と言った子に対し、「虹色のピアノってステキやなあ」と話すと、しばらく虹色の

ものの絵が流行ったことがあります。保育士の言葉がけって大事ですね。また、余計なこ

とを言わないことも・・・。職場に帰って、皆に伝えていきたいです。 

 

 


